
  ウインタースポーツの活性化について                                      平成 27 年度 札幌市行政評価 市民参加ワークショップ 
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 札幌市の特色あるスポーツ文化を積極的に推進するため、「札幌市スポーツ推進計画」で
は、「四季を通して、誰もが気軽にスポーツにふれられる環境をつくる」という方針のもと、
市民がウインタースポーツを楽しむ環境づくりを目指し、平成 34 年度におけるウインター
スポーツの実施率の目標値を 25%としています。 
 ウインタースポーツ実施率が低迷（平成 26 年度は 12.6%）している中、市民の皆さん
が子どもの頃からウインタースポーツに親しみ、生涯スポーツとして気軽に楽しむために、
札幌市の施策の課題や、力を入れて取り組む方向性を市民目線で考えていただくため、ワー
クショップにおける論点を「市民がウインタースポーツにもっと親しむ環境づくり」としま
した。 



 札幌市では、平成 26 年 2 月、「札幌市
スポーツ推進計画」を策定しました。こ
の計画では、札幌市民が、年齢や性別、
障がいの有無等を問わず、それぞれの関
心、適性に応じてスポーツに参画する環
境を整備し、スポーツの力をもって、青
少年の健全育成、生涯を通じた健康の維
持、地域コミュニティの再生、そして札
幌の活力の創造に寄与することを目的と
しています。 

 基本理念として「スポーツ元気都市さ
っぽろ ースポーツを通じて、市民が、
地域が、さっぽろが元気にー」をかかげ、
３つの目標と６つの方針、15 の施策によ
り構成しています。 

 前計画である札幌市スポーツ振興計画
の数値指標の達成状況や課題もふまえ、
スポーツ元気都市さっぽろを実現するた
めに、３つの目標ごとに具体的な成果指
標を設定しています。 
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【スポーツ推進計画の施策体系】 

【スポーツ推進計画の成果指標】 



●ウインタースポーツは、第 11 回オリンピック冬季競技大会の
開催をきっかけとして、雪国札幌の文化のひとつとして、国内
外に広く認知されています。札幌ならではのライフスタイルで
あるウインタースポーツの魅力を体感したり、その魅力を発信
する人を増やすことは、札幌の都市ブランドを高めることとな
り、市民の誇りにつながっていきます。 

●しかし、その一方で、市民のウインタースポーツ実施率（成人
のうち、年に１回以上ウインタースポーツを実施した人の割合）
は年々減少しており、平成 26 年度の調査では 12.6％となって
います。 

●札幌のまちはウインタースポーツをする上で恵まれた環境にあ
りますが、ウインタースポーツ実施率は低迷しています。 

●今後も、子どもの頃からウインタースポーツに親しむ機会を増
やすなどし、札幌の文化として、ウインタースポーツ実施率の
向上を図っていく必要があります。 
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●平成 15 年３月に策定した札幌市スポーツ
振興計画では、数値目標として、成人のス
ポーツ実施率 50％をできるだけ早期に達
成することとしましたが、計画終了の平成
24 年度における数値は 41.2％に留まり
ました。 

●成人のスポーツ実施率は微増しており、
60 代や 70 代の実施率は高い傾向にあり
ますが、20 代から 50 代にかけての実施
率が低迷しています。今後は、高齢世代は
もちろんのこと、若い世代がスポーツを楽
しむことのできる環境を整えていくこと
が課題と言えます。 

【スポーツ実施率の推移】 

【年齢層・男女別のスポーツ実施率（平成 23 年度）】 

 

【ウインタースポーツ実施率の推移】 

 

●学校教育においても、スキー授業を実施する学校数
は、平成 20 年度まで減少を続けていましたが、指導
者不足に対応するため競技団体と連携してインスト
ラクターを派遣したり、家庭の経済的負担を軽減す
るためにスキー用具のリサイクルを行うことによ
り、平成 21 年度からは、授業実施校数は増加に転じ
ました。 

 
 

【中学校のスキー授業実施校数とインストラクター派遣人数の推移】 
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雪まつり会場での歩く 

スキー体験

◆ 事業の目的 ◆ 
  札幌らしいスポーツ文化であるウインタースポーツの日

常化を目指し、市民の誰もがウインタースポーツに親しむ
ことができるよう体験機会の充実を図ります。 

 

◆ 事業の目的 ◆ 
  中学校のスキー学習に地域住民を指導者として派遣することで、中学校のスキー学

習実施率の維持をはかります。また、高齢世代を含む地域の人材を活用することで、
地域住民の活躍の場づくりや、地域と学校との連携、地域コミュニティの活性化に貢
献します。 

●平成 26 年度事業実績 
 ボランティア指導者としての人材リスト登録者数 18 名 
 モデル校として位置づけた中学校５校（平岸中、南が丘中、山鼻中、手稲東中、北野

中）に派遣 
 派遣回数 36 回、派遣人数延べ 80 人 
●今後の方向性 
 平成 27 年度からは高等学校も事業対象とし、スキー学習に限らず体育的活動全般にボ

ランティア指導者の活用場面を拡大します（「部活動」を除く）。人材の発掘及びボラ
ンティア指導者との連絡・調整は、本事業実施校にて行います。 
 

◆ 事業の目的 ◆ 
  平成 24 年 9 月、新たなウインタースポーツを楽しむ機会を提供するため、豊平区に通年

型のカーリング場である「どうぎんカーリングスタジアム」をオープンしました。 
  札幌市では、これを機に多くの市民がこの施設を活用し、カーリングの楽しさ、魅力を実

感してもらうため、技術指導員の配置や、子ども向けのカーリング体験を行っています。 

子ども向け指導プログラム 

 

◆ ウインタースポーツキャラバン事業 ◆ 
●公園などの身近な場所で、子どもや親子を対象として歩く

スキー、チューブ滑り、イグルー作り、雪あそびなどの出
前型体験会を開催しています。 

◆ 雪まつり期間の歩くスキー体験事業 ◆ 
●第 66 回さっぽろ雪まつり大通西 11 丁目会場に歩くスキー

の無料体験コースを設け、用具貸出及びスキー体験を実施
しました。 

◆ ウインタースポーツ活性化推進協議会の開催 ◆ 
●ウインタースポーツの活性化施策のあり方をテーマに、有

識者による協議会を開催しました。 
●モデル事業の実施 
①「ようこそユキセン事業」 
 モデル校である北園小学校に、スケート、カーリングのア

スリート、指導者を派遣しました。 
②「大倉山ジャンプ競技場、 探
検ツアー」 

 サマージャンプ公式練習の観戦、オリンピアンによる講話
を合わせたイベントを開催しました。 

③「札幌の冬・ウインタースポーツの魅力発信記事」の制作
（広報誌） 

④「札幌の冬・ウインタースポーツＰＲ映像制作」 
 

◆ 市立学校ウインタースポーツ体験支援事業 ◆ 
●市立中学校・高等学校スキー学習支援事業 
 中学校・高等学校が実施するスキー学習にインストラクタ

ーを派遣しました。（財）札幌スキー連盟及びスキー場を経
営する 11社の協力を得て、教育委員会との共催で実施しま
した。 

◆ ふらっと体験（初心者向けカーリング技術指導） ◆ 
●カーリング場に常駐指導員を配置し、初心者に対し、無

料の技術指導を実施しています。 
●平成 26 年度利用実績 1,097 人（実施回数 233 回） 
 
◆ 子ども向け指導プログラム◆ 
●放課後に子どもを対象に一部のシートを開放し、カーリ

ング場に気軽に足を運ぶことで氷に親しめる体制を整
えるほか、子ども向けの体験会を実施しています。 

●平成 26 年度利用実績 679 人（実施回数 159 回） 
 

●歩くスキー出前授業 
 クロスカントリースキ

ー普及を目的として、小
学校にインストラクタ
ーを派遣しました。 

 

歩くスキー出前授業 


